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しなの のく に ひとり とのさま とのさま 

むかし、 信 濃 国に 一 人の 殿様が ありました。 殿様 は 

大 そうお じいさん やおば あさんが きら い で、 

としより くに なん やく 

「年寄 はきたなら しいば かりで、 国の ために 何の 役に 

も 立たない ご 

こ としょ リ のこ しまな が 

といって、 七十 を 越した 年寄 は 残らず 島流しに して 

なが しま た 

しまいました。 流されて 行った 島に はろ くろく 食べる 

もの もありません し、 よし あっても、 体の 不自由な 

としょ リ じゅう と た 

年寄に は それ を 自由に 取つ て 食べる ことができません 

でした から、 みんな 行く とすぐ 死んで しまいました。 



しなの のく に つか てがみ も き てがみ 

信 濃 国へ お使いが 手紙 を 持って来ました。 手紙と いつ 

ひき めう ま つ き 

しょに 二 匹の 牝馬 を 連れて来ました。 

うま つ き 

「い つたい 馬なん ぞを 連れて来て どうす るつ もり だろ 

とのさま てがみ 

うご とびく びくしながら、 殿様が 手紙 を あけて ごらん 

ひき うま おやこ み わ 

になり ますと、 二 匹の 馬の 親子 を 見分けても らいたい _ 

しなの のく に せ 

それが できなければ、 信 濃 国 を 攻め ほろぼして しまう 

か とのさま つ き ひき 

と 書いて ありました。 殿様 はまた、 連れて来た 二 匹の 

うま おお けいろ ぅリ 

馬 を ごらんになります と、 大きさから 毛色まで、 瓜 二 

に うま おな げんき 

つと いっても いい ほどよく 似た 馬で、 同じような 元気 

とのさま こま けらい 

ではね ていました。 殿様 はお 困りに なって、 また 家来 

ごそう だん 

たちに 御 相談 をなさい ました。 それでも だめな ので、 



の もの を やる ぞご 

ひゃくしょう 

とおつ しゃいました。 お 百姓 はこん どこ そ、 おか 

いのち おも 

あさんの 命 ごい をし なければ ならない と 思って、 

かね しなもの 

「わたくし はお 金 も 品物 もい りません ご 

とのさま みょう かお 

といい ますと、 殿様 は 妙な 顔 をなさい ました。 お 

ひゃくしょう 

百 姓 はす かさず、 

か はは いのち たす くだ 

「その代わり どうか 母の 命 をお 助け 下さい ご 

といって、 これまで のこと を 残らず 申し上げました 

とのさま まる キ J 

殿様 はいち いちびつ くりして、 目 を 丸く して 聞いて お 

はい なわ たま いと とお 

いでに なりました。 そして 灰の 緦も、 玉に 糸 を 通す こ 

ひき めう ま おやこ み わ 

とも、 それから 二 匹の 牝馬の 親子 を 見分けた こと も、 
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